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結果のまとめ 

調査実施日 2017年2月16日 

調査担当者 宇留野・種田 2015年度（参考） 

Minimum Requirement(8項目中) 5  5 

新フィデリティ  

  人的資源：構造と構成 3.9  3.6 

  人的資源：構造と構成（a項目除く） 4.2  3.8 

  組織の枠組 3.7  3.8 

  組織の枠組（a項目除く） 4.0  3.8 

  サービスの特徴 3.5  3.4 

  サービスの特徴（a項目除く) 3.3  3.3 

フィデリティ全体 3.8  3.6 

フィデリティ全体（a項目除く：団体会員に適用)       3.9 3.6  



Minimum Requirementの状態 



人的資源 



人的資源（A） 



組織の枠組み 



サービスの特徴 



チームのストレングス 

• 多職種 

• ひとりの人にさまざまなスタッフが関わっている 

• 地域のニーズに対応している 

• 刑務所への訪問や、拒薬のケースに対しても粘り強く
柔軟な動きをとっている 

• 朝のミーティングで、よりよい意見交換ができている。ニ
ーズに対するアプローチを検討し、その場で柔軟な動き
を調整している 

• 定期的な事例検討の場 



チームの課題 

▫ 「スーパービジョン」体制づくり 

▫ 家族に対する支援（家族のニーズや希望の把握など） 

▫ 本人とのかかわりだけでなく、家族に対する支援や、
関係機関との連携等の記録も大切 

▫ プランに対して「役割分担」を明確化（シートなどにも明
記するとよりよいと思います） 

▫ 大きな目標に対する「スモールステップ」の具体化（シ
ートに記録できるとよりよいです） 


